
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母の日に思うこと 
            加治木中学校長 吉留 雅樹  

 

毎年母の日が近づくと思い出すことがあります。あれはまだ私が教師駆け出しの頃でした。 

休日の夕方、自宅のアパートでゆっくりしていると、近所の方から，下の駐車場で妻と一緒にいた２歳の息子が小学生の

自転車とぶつかって、妻が近く病院に連れて行ったとの連絡が入りました。私はゆっくり保険証を探し、近くの病院まで歩

いていきました。 

 病院の前では、妻が息子を抱えながら、おろおろしていました。 

 「どうした？」 

「病院の先生がいないんだって、ちがう病院に行こう！」 

 妻は泣きそうな顔で、私に言いました。（相手は小学生の自転車、そんなに心配するほどではないだろう。）そう思いなが

ら、私は息子の傷の様子を見ました。“ちょっとまて”その瞬間、今までのスローペースが一気に吹き飛びました。２歳にな

って間もない息子の顔は、見るも無残に腫れ上がり、口からは血を流して、息も絶え絶えだったのです。 

（その自転車に乗っていた小学生とは、どこのどいつだ！絶対ゆるさんぞ！）今までの自分は置いといて、はねた相手へ

の怒りだけが込み上げてきました。話によると相手は自転車とはいえ、かなりスピードを出していたらしく、ヨチヨチ歩き

の息子は３ｍぐらい吹き飛んだらしいのです。 

 「とにかく病院だ！車をもってくるからここにいろ！」 

 そこからは無我夢中でした。この時ほど信号が長く感じられたことはありません。 

病院でＣＴを撮り終え、結果を待つ。またこの時間が長く感じます。息子はただ小さな声で泣いていました。妻もまた泣

いていました。それを見ていると、こっちまで涙が出てきました。（できることなら代わってやりたい）心からそう思いまし

た。その時、ふと私は、昔母親からよく聞かされていた自分の話を思い出したのです。 

 それは、まだ小さかった私が、近くの材木（丸太）置き場で遊んでいた時のこと、丸太の山が崩れてその下敷きとなり、

意識を失ったようなのです。それを発見した母親は、女性であるにもかかわらず、重い丸太を何本も持ち上げて私を助け出

し、そのまま私を担いで、離れた病院まで走って運んだという話です。（あの時の母の気持ちとは、まさに今の自分と同じだ

ったんだなあ。）その話は、母親から何度か聞かされていましたが、そこまで深く考えたことはありませんでした。子を思う

親の気持ち、自分の親の気持ちというものが、改めて実感できた最初の瞬間でした。（自分はこれまで、わかったつもりでよ

く反抗していたが、本当に親不孝な息子だった。申し訳ない。）自分の情けなさと、親のありがたみを、息子から教わったの

です。 

 結局、大きな異常は見られず、何針か縫う外傷だけで無事治療は終わりました。今までの緊張がウソのようです。病院か

ら帰る車の中は、疲れと安心と感謝が交差した空間でした。 

 毎年、母の日が近付く度にこの出来事を思い出します。思い出す度に、親に感謝をし、自分を反省します。みなさんは母

の日に何を思いますか。 

 

 ５月13日（火）に総合的な学習の時間「生き方探究Ⅰ」の取組として上級学校訪問（加治

木高校，加治木工業高校，鹿児島第一工業大学の３校）を実施しました。 

将来の目標設定や進学に向けて， パンフレットや説明会では分からない学校の雰囲気や特

色を体感でき，先生や在校生の話を聞くことで，学習内容や学校生活について具体的なイメ

ージをもちやすくなり，自分に合った進路を考える助けになります。将来の目標を見付けた

り，学ぶ意欲を高めたりするよい機会にもなったと思います。 

また，５月 14日（水）に行った公立高校や私立高校の説明会では，各校の教育方針やカリ

キュラム，部活動，進学実績などを詳しく知ることができました。将来の進路を具体的に考え

るきっかけとなり，学習への意欲や目的意識を高める効果があったようです。  

３年生上級学校訪問・上級学校説明会 

けい   よう   か  ちゅう 
姶良市立加治木中学校 

＜学校便り＞ 
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３日（火）授業参観 day 

      志の健康教室①（２年） 

 ５日（木）地区総体（陸上競技） 

６日（金）教育実習終了 

９日（月）避難訓練 

１０日（火）地区総体 ～１３日（金） 

１４日（土）土曜授業 

１６日（月）登下校安全指導  

テスト前部活停止 ～19日（木） 

１９日（木）前期中間テスト～20日（金） 

２７日（金）教育委員会学校訪問 

２９日（日）市Ｐ連スポーツ交流会 

      （おおくすアリーナ） 

３０日（月）交流合唱 

 

 

 

５月 12 日から２泊３日で修学旅行を実施しました。１日目は，長崎市内での自主研修を行いました。それぞれのグルー

プに分かれ多くのことを学びました。２日目は，平和記念公園で平和集会を行い，これまで学習してきた内容を十分深める

とともに，一人一人が平和の大切さを改めて実感していました。その後，原爆資料館見学し，午後からは福岡県に移動後，

太宰府天満宮，夜には福岡よしもと新喜劇を観劇しました。３日目は熊本県のグリーンランドに 

行き，友達との交流を深めながら，楽しい思い出をつくることができました。今回の修学旅行の学 

びが，お互いの絆を深め，今後の学校や家庭生活で生かされることを期待します。 

 

5月19日（月）から２人の教育実習生（２名とも本校の卒業生）

が本校で実習を始めています。期間は全員３週間になります。５月

20日（火）の全校朝会では自己紹介の中で，それぞれが自分の想い

を一生懸命伝えようとする姿勢が印象的でした。短い期間ですが後

輩となる生徒と一緒になって学校生活を充実させて欲しいと思い

ます。 

 

 

４月 28日（月）にＰＴＡ総会を実施しました。 

滞りなく総会は進行し，今年度のＰＴＡ総務部は次のとおりに

なります。昨年度に引き続き，永尾会長を中心に生徒の健全育

成のために，ＰＴＡ活動への御理解と御協力よろしくお願いい

たします。 

会 長 永尾 正人（柁城） 

副会長 茂利 千恵（永原），川原 千晶（竜門） 

〃  稲留 健悟（柁城），小田原ゆみ（加治木） 

〃  福嵜  恵（錦江） 

 

 

２年生 思い出に残る修学旅行 

５月12，13日に１泊２日の宿泊学習を

県立霧島自然ふれあいセンターで実施し

ました。天候にも恵まれ，予定していた日

程通りの内容を行うことができました。 

仲間と協力して活動に取り組む中で、

助け合いや思いやりの大切さを学びまし

た。初めての宿泊を通して、集団生活のル

ールやマナーを身に付けるとともに、自

立心も育まれました。自然の中で多くの

体験を重ね、心に残る充実した２日間と

なりました。 

 

 

１年生多く学んだ宿泊学習 

ＰＴＡ総務部決定 

小中合同研修会 

5月23日（金）に加治木中学校区小・中合同研

修会を本校で開催しました。小学校と中学校の教員

が一堂に会し，学習指導や児童・生徒理解について

意見を交わしました。義務教育 9年間を見通した連

携の重要性を再確認し，より一貫した指導の実現に

向けた有意義な時間となりました。今後も連携を深

め，子供たちの成長を支えていきたいと思います。 

 

６月行事予定 

 


